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大阪科学技術センター 8F 大ホール
13:30～17:00（開場 13:00）

Biodiversity Collaboration Forum 2015

第 9 回 生物多様性協働フォーラム

生物多様性の保全や利用において、解決に膨大な労力やコストがかかる課題は少なくありません。
この壁を超えるには、新たな科学技術の導入が１つの方法。

今回のフォーラムでは、新技術の開発や異分野からの技術移転について紹介します。

B i o d i v e r s i t y  m e e t s  Te c h n o l o g y

テクノロジーが切り拓く
生物多様性の未来

参加
費無料！

2015

12/23
水・祝

協力：国際自然保護連合日本委員会（IUCN-J）、地球環境関西フォーラム、生物多様性かんさい、生物多様性わかものネットワーク、
　　  一般財団法人大阪科学技術センター

後援：公益社団法人関西経済連合会、関西広域連合、大阪府、地方独立行政法人大阪府立環境農林水産総合研究所

主催：生物多様性協働フォーラム事務局
　　 （三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社、特定非営利活動法人西日本自然史系博物館ネットワーク、
　　 兵庫県立人と自然の博物館）

会場

時間

250定員： 名



テクノロジーが切り拓く生物多様性の未来
本フォーラムは、生物多様性の保全と持続可能な利用の実現を目指して、関西からその先行事例や先進的な提案を発信することを目的に、
2011年度から関西各地でシンポジウム等を開催し、様々な角度から議論を重ねてきました。今回は、生物多様性の保全や利活用の現場に山
積する課題を、新しい技術の開発や異分野で蓄積された技術の転用によって解決することの必要性や有用性について着目し、議論を深めます。
生物多様性保全の解決に向けた新たなこころみについて一緒に考えてみませんか？

プログラム：

お名前
ふりがな

〒

企業・団体名 部署 役職

ご連絡先

TEL FAX E-mail

      

FAX お申し込みフォーム

会場スペースでパンフレット等を展示・配布  ・   

以下【個人情報の取り扱いについて】にご同意頂いた上で、ご記入ください。【個人情報の取り扱いについて】1. 申込書にご記入いただいた個人情報は、三菱UFJ リサーチ＆コンサルティングの「個人情報保護方針」
(http://www.murc.jp/corporate/privacy/) 及び、「個人情報の取扱いについて」(http://www.murc.jp/privacy/) に従って適切に取り扱います。2. お預かりした個人情報は、本フォーラムの主催団体で参加者名簿
として共有させていただき、本フォーラムのご連絡及び今後のフォーラムのご案内、コンサルティングのご紹介を目的として利用させて頂きます。3. お預かりした個人情報は、法令等に基づく場合を除き、ご本人の同意
なく第三者には提供いたしません。4. 申込書の必須項目には必ずご記入ください。ご記入内容に不備がある場合、改めて内容の確認をさせて頂く場合がございます。5. お預かりした個人情報の開示、訂正、利用停止、
利用目的通知のご請求、または個人情報に関する苦情の申し出等、その他問い合わせにつきまして、上記「お問い合わせ」先までご連絡ください。

第 9 回 生物多様性協働フォーラム

お問い合わせ：

〒530-8213 大阪市北区梅田2丁目5番25号ハービスOSAKA 19階 
TEL：06-7637-1480 FAX：06-7637-1479 E-mail：bio-kansai@murc.jp 
政策研究事業本部 研究開発第２部（前田・西田・田路・竹谷）
当日の連絡先：080-5939-1140（前田）　　　　　

開会あいさつ（13:30～）

山西 良平（特定非営利活動法人 西日本自然史系博物館ネットワーク）

横山 真弓（兵庫県立大学 教授／兵庫県森林動物研究センター 研究部長）

話題提供（13:45～）

獣害管理を支える多様な技術～捕獲から資源化まで

パネリスト: 横山真弓（兵庫県立大学）、三浦仁美（積水化学工業㈱）、福井佳和（八紀産業㈱）、池辺靖（日本科学未来館科学コミュニケー
ション専門主任）、弓場雄一（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング㈱チーフコンサルタント）

三橋弘宗（兵庫県立大学 講師／兵庫県立人と自然の博物館 主任研究員）コーディネーター :

藤井 秀延（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社 取締役社長）

福井 佳和（八紀産業株式会社 研究室室長）
植物由来の凝集剤が水質汚濁を防ぐ～でんぷん等を分離する技術

三浦 仁美（積水化学工業株式会社 CSR推進部環境経営グループ担当部長）
自然資本へのリターンを実現する技術開発

会場：

アクセス：

〒550-0004 大阪府大阪市西区靭本町1丁目8-4

● 大阪方面からのアクセス
    地下鉄四つ橋線「本町」駅下車
    28番出口より北へ徒歩3分

● 新大阪方面からのアクセス
    地下鉄御堂筋線「本町」駅下車
    2番出口より西へ徒歩7分

● なんば方面からのアクセス
    地下鉄四つ橋線「本町」駅下車
    28番出口より北へ徒歩3分

大阪科学技術センター ８F大ホール

パネルディスカッション（15:15～）

閉会あいさつ（16:45～）

  

する  しない

私たちの生活や企業活動に多くの恵みを
もたらす生物多様性。さまざまな社会活
動が複雑に絡み合うことで生じている生物
多様性の課題。これら課題を解決し、生
物多様性からの恵みを将来に引き継ぐた
めに、多様な立場の人々の知恵と行動を
効果的に結びつける役割が不可欠です。

お申し込み：

締め切り：12月22日（火）12時までにお申し込みください。

http://www.murc.jp/forum/BDC.htmlWEB

06 -7637-1479FAX

自社・団体の生物多様性に関する取り組みを紹介したパンフレット等を、会場スペース
で展示・配布していただけます。チラシ配架をご希望の方は 12月15日(火) までに
お申し込みください（先着順）。

※定員250 名。定員に達し次第締め切ります。

    ※会場には一般来館者の駐車場はありません。
       なるべく公共交通機関をご利用下さい。
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協働から生まれる生物多様性の未来“ ”
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